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＿、、　 層　　　、　　　　　．　　　　　　　　　　一　　　、　一＿　　　 ＿　t，　日 ．＿
．　 ．N　　　　 凸t　．．目　　V　V　V．　＿ 　層　 　　 ．　　　　　　 　一 　、　一＿　　　 　．＿＿ t ．．目　 V　V　 　 　V　 V　席元麟（1986）にはi，e，α，　o，　uという五つの母音（以下Aグループ）以外に1，e，α，　o，uと
いう短母音似下Bグループ）が音素として認められている。Bグループは短いと記されているが，
Aグループは長いとも短いとも記されていない。￥はiよりも低く，5は∂よりも低く且つ後方であ
り，dはαよりも前方，6はoよりも高く，並はuよりも前方と記述されている。すなわちAグ
ループとBグループとを一般的な音声学用語を用いて弁別することは困難である。tens／laxといっ
た区溺や舌根の位置の違いも考えられるが，記述通り解釈すると非短母音／短母音ということにな
ろうか。ここで問題になるのは，その解釈よりも中身のほうであって，他の資料における畏短の区
別がAグループ／Bグループの区別とどういう関係になっているかということである。席元難
（1986）は互助土族自治県東溝公祉の大荘大隊，洛少大隊，白牙合大隊，東山公社の寺爾大隊，五十
公社の寺灘大隊の発音に基づいているとの記述があるので，『土漢対照語鋼や置土族語簡志」と比
較してみるのが最も逼当であろう。長母音は全てAグループに対応し，一方Bグループは全て短母
音に対応するが，短母音でAグループに対応するものが数多く含まれている。￥が専ら船，裾，G
の直後にしか現れないという点を除いて，いわゆる長短の区劉が少しずれていることになる。この
音素解釈に基づく，より豊富なデータの出現を待たなければ，席元麟の意図するところが何である
のかにわかには判断できない。冨とeは第8節で述べる類別とも対応しない。
5．音節末の1
音節末の1がrになる方言はR6na－tas（1962）に詳しく述べられているように互助方言の那龍溝
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方雷及び民和方言である。この記述に付け加えるべきものは殆どないが，あえて次の二点だけ付け
加える。その第一点は恐らくは誤植であろうが，Todaeva　（196e：74）には民和方言の例として
altang「金」，　helge「肝臓」という形が残っている。　Todaeva　（1073：372）にはaRtang「金」
と出ている。（7）Schrdder（1959：44）にはR6na－tas（1962：285＞に述べられているように，sirgona
「（頭を）振る」（il土漢対照語彙』ではxilgoo－「振り動かす」）という音節末の1がrになってい
る語が載っているが，Schrdder（1959：17－18）自身も述べているように，音節末の1は保存され
ている。音節末のrはTodaevaの表記からもわかるとおり，　rとは音声的に区別されるべきもの
である。de　Smedt　et　Mostaertはその点を充分に認識した上で，この音をいわゆるrで表記して
いる。照那斯図，李克郁（1982）の民和方言の記述にはそういった説明はなく単にrで記してある。
　付け加える第二点は呂光天（1981）に見られる互助方言の記述についてである。音節末に限らず，
互助方言の他の資料では1であるべき語がrになっているものがk‘wa－ru「足」，rっsユ「麻」，ku－ku－
re「動く」，　to－rURヂ七」，tg　io－run傑らかい」，　xa－ron「熱い」，xo－ro－1〈（ママ）「遠い」，　f　o－r
30「赤い」の8語ある。逆にxα一walu「鼻」のようにrであるべき語が1になっているものもある。
正しく1が記されている語は3語，正しくrが記されている語は11語（ただし派生語を除く）あ
る。子音で終わっている語に母音が添加していたり，語末の母音が落ちたりしている語も多く見受
けられる。
6．二璽環音と長母畜
　第3節で例に引いたf悪い」と同じ対旛を示す語を『土漢対照語彙』の表記で代表させると，bau－
「落ちる」，dau「歌」，　tau－「追う」，　jau－「噛む」，　sau－「座る」，haujin「古い」等全てモンゴル文語
のaγuを含んでいる語に対応する。しかしモンゴル文語のaγuを含んでいる語でも次のような対
応を示す語がある。またaγuに対応しないけれども，「悪い」類とほぼ同じ対応を示す語もある。
1
2
3
填
5
6
7
0
0
Q
」
　　　　A
aγusk；　　oosigU
Ya7””a
隈
　
］aγun　　Jong
qaγul－　　hau王i－
naγU「　　noO「
　
jalaγu　　jaliu
saγ晦a　saulgha
aγula　　（u）la
takiya　taghau
B
oosGu
ndz，ong
norE
dz，aliuu
sauulGa
ula
taGauu
C
ooSgi
dZiooro
dZiong
xooli－
nuur
dZaluu
suulGa
ula
taGuu
D
oosgi
dz’iooro
dガiOQng
xUUIi－
nUUr
dz’i装luu
sUUrGa
ula
taGuu
suRGa
ula
taqu
F
dz’aura
dZalau
ula
肺
間
走る
湖
若春
水桶
鶏
1～3はモンゴル文語のaγuにo（o）が対応する例である。4はCだけが不規則，5と6はAと
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Bが不規則，7はEだけが不規則な対応を示している。8は全ての方言でUに対応する語である。
9はEを除いて「悪い」類とほぼ同じ対応を示す。一方次のような規則的な対応をする語がある。
　　　　　　A
l　　kirUgen　　　　qirUtt
2　　ktitt　　　　　　kuu
3　seg廿王　　　　　suul
4　suγu　　　　　suu
5degiftt　　di／uu
6bilegUn　　buliu
B
tc，irEuU
kEuu
sEuuI
sEuu
diuu
buliuu
C
tSiruu
kuu
SUU王
SUU
diuu
buliuu
D
ts’ituu
kuu
suur
SUU
diuu
buliuu
E
ku
diu
F
diau
billau
鋸
息子
尾
腋
弟
砥石
　以上のデータから，「悪い」類と「鋸」類は姶拉直溝方雷と那龍溝方言で長母音，その他の方書で
）重母音（または長母音または短母音）という関係になっていることがわかる。この二つの類は
Tedaevaの資料でのみ同じ母音を持つが，この方言で本当に区溺がないのか，　Todaevaが聞き分
けられなかったのか定かでない。岡じことは次のような一連の語彙についてもいえる。（S｝
l　bayi－
2　savin
3　saylqan
4tayila－
5　　naylman
A　　　　　　B
waレ　　　　　　　vai｛－
sain　　　　　　　　saiin
salhan　　　　saiiGan
taila－　　　　　　tai三1王3－
na／三iman　　　　naiin、an
6　gege－　　　　　gee
7gegegen　glgeen
8　kege互i　　　　keele
gEgeen
C　　　　　　D　　　　　　E
vee－　　　　　　　bEE－　　　　　　bang
seen　　　　　　　　　s憂）En　　　　　　　　－
seeG／xan　　sEEGan　　－
tee｝｛－　　　　　tEEIi　　　　　　－
ni三man　　　nEEman　　naiman9
gee－而
gegeen
keehe
gee
gEgeen
keelie
gegeElg
F
sGan
nalman9
gegen
ある
畏い
奨しい
外す
八
捻てる
明るい
腹
　1～5は除拉直溝方雷と那龍溝方言で長母音，その他の書で二重母音（または長母音または短母
音）という対応を示す語である。6～8は互助方言では全て長母音である。5を除いてTodaevaの
資料では全て同じ母音で記されている。しかし民和方雷では工重母音を保存しているが互助方讐の
金てで長母音になっている語もある。第1節の5eの「風」がそうであるが，さらに一つ｛列を付け加
えると，モンゴル文語のdulei「聾の」がA～Fでそれぞれ，　dulii，dElil，dulii，d顧1，dtilei，dulai
となっている。
　以上の規則的な対応関係をまとめると次のようになる。民和方書が二重母音をいちばんよく保存
し，東溝方雷がそれに続き，喰拉直溝方言，那龍溝方署は殆ど保存していない。そのうち那龍溝方
書は母音の音価による区別が依然として残っているが，捨拉直溝方言はTodaevaの資料に基づく
限り，その区甥も失っている。ただしTodaevaが区別を聞き分けなかった町能性もある。　Aのau
がBのauuの簡略表記であるのと同様に，　AのuuはBのEuuの簡略表記であろう。
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aγu
egU等
ay｛
ege
ei
A
au
四
al
ge
ll
B
auu
Euu
aii
ee
1
1
C
uu
uu
ee
ge
11
D
uu
uu
EE
ee
i
i
E
au
u
y
al
e
ei
F
au
？
ai
e
Ei　ai
「悪い」類
「鋸」類
「鋏」類
「明るい」類
「風」類
7．二璽母音化
　第1節の6，7で示したように，単純母音が二重母音化している語が瞼拉盧溝，那龍溝の両方誉に
見られる。民和方言でもこういった二重母音化が見られるが，資料が余りにも断片的なため，互助
方言についてのみ検討する。
　姶拉直溝，那龍溝の禰方言でuoという二重母音を持っている語をTodaevaの表記で代表させる
と，kuguo　「青いj，　kuguor「おさげ髪j，10seGuong「飢え」，　nokuor「友」，　ngGuo　「顔色j，
oluongヂ多い」，soGuo「斧」，fuguor「牛」，xoRgGuor「鐘」，Suguo「いとすぎ」等がある。殆
どが有声の軟口蓋音か口蓋垂音の直後で起こっていて，第～音節で起こっている語は全く無い。一
方那龍溝方言には第一音節であると否とを問わず多くの語に」　IPt母音化が見られる。有声のみなら
ず無声の軟口蓋音か口蓋垂音の直後でも数多く起こっている。Todaeva（1973）で二重母音を持っ
ている語は全てde　Smedt　et　Mostaertでも二重母音を持っているが，その逆のケースは全く無い。
したがって那龍溝方言でもっとも二重母音化が多く起こり，吟拉直溝方器がそれに続くといった様
子になっている。『土族語簡志』にxGuar「短い」という例があるが，一般に『土族語簡志』，『土
漢対照語彙』にはこういった工重母音は存在しない。呂光天（1981：513）にはk’wa－ru「足jと
いう語が載っているが，これが二重母音化が起こっている唯一の例である。
　ieっいても上に述べたのとほぼ同じことが言える。ただuoの場合と異なるのは，ieのみならず
ieeも存在するということと，恰拉直溝方言で第一音節でも二重母音化が起こっているという点で
ある。起こる可能性のある位置は，de　Smedt　et　Mostaertの表記で表すとdz，　sを除く蕎先音（歯
音，歯茎硬口蓋音）及び唇音の直後である。軟口蓋音か口蓋垂音の直後では起こらないのでUOに
なる可能性のある条件とie（e）になる可能性のある条件とは直前の子音の面でほぼ相補的な関係に
なっている。dz’，tc’，s’の直後のiは介入音という解釈もできるかもしれない。ただし，　Todaeva
の場合はdZ，　tS，　Sの直後に常にiが介入音として存在しているわけではない。　Todaevaの資料
ではmの直後で二重母音化が起こっている例はあるが，p，bの直後で起こっている例は無い。した
がって雷先音の直後で最も起こり易いと言えるであろう。恰拉直溝方書で二重母音化が起こってい
る語は那龍溝方覆でも起こっているが，その逆のケースは無い。『土族語簡志悉，『土漢対照語彙懇
にはこういった二重母音は全く無い。
　uoが第二音節以下に現れるのは，先行する円唇母音の存在を前提とするが，その母音はoでも
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uでもよい。de　Smedt　et　Mostaertでは9の直後では本来二重母音が期待されるはずであるが，
そうでない場合はeになっているという事実が興味深い。『土族語簡志』にはuoという二重母音は
ないが，uaという二重母音はある。またde　Smedt　et　iMostaertでuaという二重母音が現れる語
がある。
　　　　　　A
l　　oqor　　　　　hughor
2　　k菰nggen　　　　kongon
3　　n資ke　　　　　no／uko
4　Uge　　　　　ugO
5　sih員ge　　　　xuuge
　　　　
6jirtike　　l1rge
B　　　　　　C
xGuar　　　　xuGor
konggon　　　　k◎nggen
noko　　　　　　　noke
UgO　　　　　　uge
c’iuuge　　　　　Sibuge
dz’irge　　　dZirge
D　　　　　　E　　　　　　F
xuGuor　　　　XuGQr　　　　－
kuOngguan　　menggeng　　　kOnggeS
nokuo　　　　　－　　　　　　　　nuko
uge　　　　　　uge　　　　　　　
Subuge　　　　　Sibuge　　　　　Sub三9量
dz’irge　　　　　dZirge　　　　　dZurgi
短い
軽い
穴
語
錐
心臓
　1はAでuaが現れている例であり，2はDでuaという二重母音が現れている例である。4，5
はDで二重母音化が起こっていてもよさそうであるが，実際には起こっていない。6はモンゴル文
語には円唇母音があるが，土族語の互助方雷では円唇母音が残らないということから，二蓋母音化
が起こる条件を満たしていない。
8，　ゼ土族語簡志』のE及びTodaevaのeに対旛する母音
　A，B，C，Dで認定されている母音の数は大きく違うが，長母音，二重母音を男嵯にすると，とく｛こ
問題になるのはiとaを除いた非円唇の短母音である。四つの資料で複数濾以上の対応の見られる
語を類溺すると次のようになる。
類
1
2
3
4
5
6
モンゴル文語
u，if，di
a，u，φ
i，u，U，e，di
e？
？
e
A
i，u
i
i
i
i，（u）
e
　
　
　
　
E
　
　
　
　
　
v
B
E
E
E
E
E
e
C
u
9
正
e
e
e，！e
D
｝1
1・②
｝
1
E
e，1e，　a，　1a
　1類は大部分がモンゴル文語でUに対応する語であり，Bでは2～5類の母音と中和してしまっ
ているためにこういった表記になっているものと思われる。Aの表記ではiとuとが共存している
語もある。また1，n，d，sの後ではuが現れることが多い。　Aの表記で代表させると，　dulii薩
の」，1擁umu「弓」，　sumu「矢」の第一音節及びfuri「下へ」，　ghordin　「速い」，　hanaadu　「風
邪」，nuri／u「腰」，padi「堅実な」，　suri－「学習する」，の最終音節の母音がそうである。
　2．類はモンゴル文語でa，uもしくはφ（ゼロ）に対応する語が含まれる。　Cにおいてのみaが対
応する。Aの表記で記すと，budi－f染める」，　ghadim「親戚」，　gharir「出る」，　naadi－　「遊ぶ」，
58
学報75号
tuli－「支える」等の例がある。　C，D共にaが現れる語にli／agha－「区別する」がある。
　3類は例が非常に多い。モンゴル文語で各種の母音に対応するが，最も多いのはiに対応する語
である。該当例が多いのはA～Dの全ての資料でiになる語が，語頭及び［tg，毒，G］の直後に限ら
れているからである。つまりBの資料でiが現れるのがこれらの子音の直後に限られているためで
あり，その他のiの多くがBの資料ではEになっているためである。foodi「星」，hoRi洋」，i／udi
－ 「病む」，01i斗得る」等の最終音節及びkile－「言う」，timeen「ラクダ」等の第一音節に現れる。
　4類は第一音節の場合はモンゴル文語でge，　ke，　neで始まる語のうちの一部に対応する。第二
音節以下の場合はモンゴル文語との対応関係は様々である。Aの表記で代表させると，　dide「男」，
gidesi鞭」，nimee－「加える」の第一音節，　ghadim「夫，妻の親戚」，juudin「夢」の第二音節等の
例がある。
　5類はs，zの直後に現れる⊂1］で表されるべき音の全てが該当し例は非常に多い。　nasi「年令」，
qas／zi「血」，sunosi－「聞く」，yasiヂ骨」，等の最終音節の母音がそれである。さらに，dire「上」，
kiree　「鳥」，　ntiraa－　「寝る」の第一音節もそうである。一部の語では，　duraasi「酒」，　taawun
「万」のようにUに対応する語もある。
　6類の語はモンゴル文語のeに対応する語である。Dでaもしくはiaになるのは鼻音の直前にあ
る場合であり，iaになるのは直前にs以外の舌尖音が有る場合，　aになるのはそれ以外の子音が直
前にある場合である。iaの場合は直前にdz’がある場合はudz’ia－「見る」のように鼻音が後続して
いないこともある。樋口（1983：80）にはtiを／a／の異音とみなしうるという趣旨の主張があるが，
6類に現れる語のa及びiaは明らかに／e／の異音とみなすべきである。樋口の趣旨に従うと鼻音の
前で前よりの変種になると記述せざるを得ないが，これは不自然である。鼻音の前で口の開きが大
きめの変種になると記述する方がはるかに自然である。もっともHattori（1972：86）のような例
があるので，全てのa，i2が／e／に帰属できるかどうかはさらに検討を要する。　ger「家」，jige「ろ
ば」，ken　「誰」，　ndige「卵」，　shge「大きい」等の例がある。
　4～6類のモンゴル文語のeに対応する語はA，Bでは4，5／6，　Dでは4／5／6というふうに類別化
されている。すなわちA，Bでは5／6の間で分化が起こり，　Dではさらに4／5の間でも分化が起
こっていることになる。Dのイ列から引けば，gidiesE「腹」／gEgeen「明るい」／ger「家　」というよう
に語頭の9の後で三種類の母音が対立していることになる。この分化の起こった条件はよくわから
ない。一方Bではモンゴル文語のeに対応するEとeはその現れ方にある程度の傾向がある。単音
節語は原則としてeが現れ，語末や語幹宋にはeが現れることのほうが多い。
　Bの資料ではxelge「肝臓」の第一音節のようにモンゴル文語のeに対応するけれども，　A，C，
Dの表記でそれぞれhalge，　xe／alige，　xaliegeとなっているような語もある。またBのReeten「湿っ
た」の第二音節はA，C，Dで規則的な対応を示すが，モンゴル文語のeには対応しない。
　モンゴル文語のeに対搭すると否とにかかわらず，Cでは4～6類が中和している。第6節で述べ
た喪母音と同様，ここでもTodaevaが区別を聞き分けなかった可能性がある。また第4節で述べ
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た席元麟（1986）の∂と5の区男ijは以上の類別ときれいには対応しない。
9．円響母音
円唇母音の対応に基づいて類別してみると次のようになる。
類
1
2
3
嘆
5
6
モンゴル文語　A
O，O　　　　　　　　U
O　　　　　　　　　　　　　Ll
？　　　　　　　o
U　　　　　　　　　　O
ti　　　　　　　　　　　O
O，U　　　　　　　　U
pm
o
U
o
U
U
o
C
u
o
u
u
o
o
D
U，UO
O
O，UO
u
O
O
「所」
「多い」
「熱い」
｛速い」
嗜る」
「三十」
　1類はBだけが0になっている語である。Aの表記で代表させると，　ugh（r　「与える」，uro…「入
る」，urong「場所」，urosiイ流れる」，sunosi－「聞く」，tughoo「鍋」，の第一音節がそうである。
2類はA，Bがu，　C，Dがoになっている語である。　sughor「憲の」，ulOn9「多い」の第一音節
がそうである。3類はCだけにoが現れる語であり，第二音節に限られる。halong「熱い」，longho
「瓶」の第二音節がそうである。4類はAだけにoが現れる語であり，ghordin「速い」という倒が
ある。5類はBにのみuが現れる語であり，Aの表記を爾いると，musi「着るiの第一音節がそう
である。6類はAだけにuが現れる語であり，huli1｝「三十」，hurin「二十」．という例がある。
　6類についてはデータがないので不明であるが，Todaevaの資料によると畏和方需では3類を除
いてCと同じ対応をしている。CとDとはほぼ同じ対応をしているといえるであろう。只一つの方
言だけで別の対応をしていて，しかも例の多くない3～6類を別にすると，1類のoという母音が
BO）方誉の特徴かもしれない。
　呂光天（1981）には［o，っ，u］の三つの母音が区別されているが，上に述べた類別とはきれいに対
応しない。
19．舌先摩擦音及び破擦音
　民和方欝で’i．”6．“sが反り舌音とそうでない音に分化している事実が，照那斯鐵，李克郁
（1982＞のデータから読み取れるが，その分化の条件については例が少ないためよくわからない。
この節で問題にするのは，互助方欝の下位方書A～Dにおける対応関係である。A～Dσ）対応関係
に薮attori（1972），Schrddar（1959，1964，1970）の表記も併せて記すと次のようになる。
類　　　モンゴル文語　　　A　　　　　B　　　　　C　　　　　D　　　　　I－lattori　S　chr6der
l　　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　　　S
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2
3
4
5
6
7
8
9
10，
11
S
S
S
V
J
V
J
？
？
？
〉
o
　
〉
o
X
X
sh
『
J
zh
r
C
q
ch
C，
C，
S
dz
dz’
dZ
Z
ts
tc，
tS
S
S
S
dz
dZ
dZ
？
？
tS
tS
S，
S
S
dz
dz’
DZ
Z
ts
tc’
TS
　
§
誉
z
ξ
Z
ぎ
C
cts
と
S
ζ
§
Z
Z
d砦
老
ts
ts
t§
［dz，i〕　0）前
i以外の母音の前
［dzl以外の子音の前．
借用語
一部の円唇母音の前
借用語
主に借用語
借用語
　HattnriとSchr6derはDの表記を簡略化したものであり，1と2，5と6，9と10は岡一音素の異
音であると解釈しているわけである。この見方は2，6，IOの子音の直後に常にiがあることが前提
となる。しかしA，Cの表記では必ずしもそうなっていない。　Dにおける2，3の区別はA，B，Cでは
区別されていない。
　2類はDの表記を用いるとs’ira「黄色い」，　s’iree「机」，　s’iruu「土」のようにiの前及びsdz’i－
「行く」，sdz’ang「フェルト」，　sdz’Un「娘」のように語頭でdz’に後続されるときに現れる。3類
は主にSawar「粘土」，　Sulong　腋」のようにi以外の母音の前，4類はSge「大きい」，　Sde
「早い」，SdzER「九」のように語頭でdz’以外の子音に後続されるときに現れる。なおDのSEmu－
「吸う」，SangGan「薄い」，　Suu「鳥」に対してBのc’imu－，　c’inggen，　c’iuuのように母音自体が
違っている語もある。大事な点はDではi以外の母音の前では反り舌音が現れるのに対してA，Bで
は反り舌音になっていないということである。Cでは2～4類が区溺されていないので詳細はわから
ない。
　5～8類のうち5，8類は借用語に現れるので除くζCで6～7類の区別がないこと以外はきれ
いに対応している。Dの表記を用いるとnDZuwa「客」のようにuの直前で7類が現れる。しかし
どういうわけかDZuDZuaan　f熱い」のDZは二つ共Bではdz’になっている。
　9～11類のうちで9，11類は借用語に現れるので除くと，Cで10～11類の区別がないこと以外きれい
に対応している。もっともDのtsEdzE「血」のように他の資料とは対応しない語もある。
ll．おわりに
　以上主として互助方言の下位方言の違いについてみてきた。これら以外にも検討しなければなら
ない点は多い。然も通時的な醸からの考察が必要である。とくに＊e，＊oが高母音化していく過程と
C，Dにおいて二重母音化していく過程及びその時間的な前後関係を詳細に検討する必要がある。
　民和方誉についてはデ～タ不足から十分な検討はできなかったが，最後に互助方書と民和方言と
を区別する重要な要素をもう一点述べておく。それはHattori（1972）の第7節5）に定式化され
ている変化（9）が民和方言では互助方器に比べて起こり方が少ないということである。例えば
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Todaeva（1973）の表記に基づけば，　aRtan　F金」，qatong「固い」，dotoR「中」等のt及びtaqu
「鶏」のq，さらにtose「油」，　tSimese「爪」，tSaRse「紙」等のsのように互助方言では有声化し
ているものが民和方言では無声音として保存されているという点である。α゜）
註
（1＞畏族名については，Schrdder（1964：143＞に自称としてts’iGan，　mongGuol，　monGuol　kun，他称として，タングー｝・人
　からKarlong，　rGya　hor，中国人からT‘u－jen（即ち「土人」），ヨーロッパ人からはPrzewalskiらによってDalden，Dolden，
　Daldy，そしてHucとGabetによってDchiahourと記されているとv｝う事実が載っている。
　　Potanin（1950：374－375）には，三ll｛では自称がtSagan　mongo1であり，モンゴル人からはdalda．　doldo，さらにはdolo籍
　xeletei　doldo　（七枚舌のドルド〉等と呼ばれていると出ている。
　罫烹族簡志勲こは自称としては，互助，大過，天祝では「蒙畜爾（mongol）1，「蒙古爾孔（mongo｝kun）i，「察汗蒙書爾（qagan
　mogoD」，罠灘三川地区では「土昆」，甘粛省卓尼地区では「土戸家」といい，飽称としては蔵族から「覆爾（hor）」，漢，購
　族からは「土木」，「土民」と呼ばれ，漢文史書にはヂ西寧州土人」，「土民」として現れ，解放後は「土族」と呼ばれること
　になったという説明がある。
（2）de　Smedt　et　Mostaertの調査した那龍溝は調査した晴は甘粛省に騰していたが，現在は青海省になっている。
（3）音声，音韻面での他方言との違いはよくわからない。Todaeva　（1973：137）の表三8によれば，分離講動詞に一aaと共に
　一eedのようにdが偉いた形が現れることや，非分離副動詞一Rengge，限界副動詞一dalangge．－dangeのようにnggeがf寸いた
　形が現れるなど，喰拉痘溝，那龍溝方苔と違っているものがある。
（4）1：1蓋化を衰す’もde　Smedt　et　Mosoaertの表記に関する隈り余剰的であるが，第10節で検討する事柄との麗係であえて余
　剰性を残した表記にする。
｛5）Schrδderの表記ではde　Smedt　et　Mostaertの書，襲，0をそれぞれe，　g，　g，hで表してある。
〈6）呂光天（1981）ではaとa，sとS，5とS，gとg等が区別されているが，一一fiは誤植であろうか。またt’に紺する瓠d’，dの
　区別とか，kに対するk，q，g，g，rの区別のような不必要な区別をしている。　u，o，oが区別されているが，第9節で述べる
　類別とは対応しない。1と21は区別されていない。？も現れる。一が付されている語とそうでない語とがみ穿，その一部が嚢節
　の境に対応すること以外実体はよくわからない。
（7）Todaeva　（1973）のデータにも転記上の間違いが罪常に多い。
（8）第二音節以降に現れるaiは次のような対応を示す。
モンゴル文語
moγa｛
tolOγai
solOγai
noqai
toqai
taulai
dalai
qo「mal
manglai
6irdl
qaγuiai
malaγa｛
　A
moghoi
tolghoi
solgho｛
hoho三
tughoi
toolii
daRi
hurmil
manigl三i
qlree
　B
moγual
to1γuai
solγuai
noxual
tuGuii
toolii
dalii
xor顯n
iコianglii
hoolO／a　　　xoolO
niaIgha　　　n｝alGa
　C
muγuee
tolγuee
solGuee
noxuee
tuGuii
tuulii
dalee
xormee
masg｝i｛
tSirii
xoolO
malGa
　D
mUγuε£
torγuEE
sorγuEE
noxttEE
tuGuii
tUUlii
dalEE
xormEE
niasglii
ts’iri｛
xoolO
組al’Ga
　E
muγui
torGui
SO「γUl
noqo1
tuli
xor蹴el
maRGa
　F
moγai
tarγai
taulai
Illallg｝ai
蛇
頭
左
犬
肘
兎
海
纒
穣
顔
　
子
喉
譜
互助方薔については第5節で述べたのと問様，A，BとC，Dとの間には少し方言上の開きがあるといえる。
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（9）Hattori（1972：81）の定式化は，大体次のようなことを言っている。通常語頭のP，t，6，k，q，f，s．き，x（これらの
あるものはモンゴル祖語のlenisに由来する）の後で，語末にない（＊b，＊g，＊γ，率いr）＋’t，’6，’k，’q，’s（9は除く）が有声化す
る。
　民和方醤のデータが少ないのでよくわからないが，この条件は少し手直しが必要であろう。
（i6）照那斯図，李克郁（1982）ではartang「金」，tosi「油」，tSarsi「紙」のように記されている。ヂナイフ」はTodaeva（1973）
ではtSitoGoとなっているのに，照那斯図，李克郁（1982）ではtc’idoGoとし）うように有声：音になっている。なお照溺；斯麟
（1981：7）によれば，sは互助方雷でも有声と無声が自由交替しているようである。
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